
 

武
蔵
の
国
一
宮
氷
川
の
杜
「
観
桜
会
」

　

千
本
桜
が
咲
き
乱
れ
る
お
花
見
ス
ポ

ッ
ト
大
宮
公
園
で
、
桜
を
愛
で
な
が
ら

飲
ん
で
食
べ
て
語
り
、
春
の
宴
を
大
い

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

期
日　

３
月
29
日
㈮

集
合　

大
宮
公
園
護
国
神
社
石
鳥
居
前

　
　
　

12
時
30
分

会
費　

１
５
０
０
円
（
お
に
ぎ
り
・
お

つ
ま
み
・
飲
物
込
）

主
催　

さ
き
た
ま
倶
楽
部

担
当　

髙
田　

輝

　

☎
０
９
０
（
３
４
０
６
）
４
７
２
２

 

山
手
線
ぐ
る
り
一
周
の
旅
（
第
９
回
）

　
　
　
　
　
　

  

大
崎
駅
か
ら
田
町
駅

　

変
わ
り
ゆ
く
街
並
み
や
名
所
旧
跡
を

見
て
回
る
企
画
も
３
年
目
を
迎
え
、
あ

と
２
回
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
も
野
萩

さ
ん
に
よ
る
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
で
、
大

崎
駅
か
ら
田
町
駅
ま
で
歩
き
ま
す
。

期
日　

４
月
15
日
㈪

集
合　
Ｊ
Ｒ
大
崎
駅
南
改
札
口　

10
時

（
品
川
寄
り
、
前
回
解
散
場
所
）

行
程　

大
崎
駅　

沢
庵
和
尚
の
墓　

東

海
寺　

品
川
神
社　

品
川
宿
本

陣
跡　

利
田
神
社
（
鯨
塚
）　

御
殿
山
下
砲
台
跡　

品
川
駅　

あ
き
た
美
彩
館
（
昼
食
・
郷
土

料
理
）　

東
禅
寺　

泉
岳
寺　

高
輪
大
木
戸　

元
和
キ
リ
シ
タ

ン
殉
教
地
遺
跡　

田
町
駅

定
員　

30
名

会
費　

３
０
０
０
円
（
昼
食
・
イ
ヤ
ホ

ン
ガ
イ
ド
・
保
険
込
）

取
消　

４
月
６
日
㈯
〜　

１
０
０
０
円

　
　
　

４
月
12
日
㈮
〜　

３
０
０
０
円

主
催　

東
京
２
３
俱
楽
部

担
当　

森　

勇
雄

　

☎
０
８
０
（
３
３
９
０
）
８
１
０
５

 

東
海
道
を
歩
く
（
第
８
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

平
塚
か
ら
二
宮

　

今
回
は
平
塚
宿
か
ら
二
宮
ま
で
の
約

10
㎞
を
歩
き
ま
す
。
ガ
イ
ド
は
今
回
も

和
田
重
幸
さ
ん
で
す
。

　

途
中
、
呼
称
「
湘
南
」
の
発
祥
地
と

言
わ
れ
、
歴
代
総
理
大
臣
の
邸
宅
跡
が

多
数
存
在
す
る
、
大
磯
で
の
昼
食
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期
日　

４
月
23
日
㈫　

雨
天
決
行　

　
　

＊
当
初
予
定
の
４
月
24
日
㈬
か
ら

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

集
合　
Ｊ
Ｒ
平
塚
駅
改
札
口　

10
時

行
程　

平
塚
駅
〜
お
菊
塚
〜
江
戸
口
見

附
の
跡
〜
本
陣
旧
跡
〜
大
磯
大

内
館
（
昼
食
・
和
食
）〜
新
島

襄
終
焉
の
地
〜
旧
吉
田
茂
邸
〜

二
宮
駅
（
16
時
頃
解
散
）

定
員　

50
名

会
費　

４
５
０
０
円
（
昼
食
・
イ
ヤ
ホ

ン
ガ
イ
ド
・
資
料
・
保
険
込
）

締
切　

３
月
30
日
㈯

取
消　

４
月
21
日
㈰
〜　

２
５
０
０
円

主
催　

湘
南
倶
楽
部

担
当　

尾
野　

通
男

　

☎
０
９
０
（
８
８
９
４
）
３
８
７
８

　
　

FAX
０
４
６
７
（
５
２
）
０
３
０
７

　
　
　

鷲
澤　

典
子

　
　

☎
０
４
５
（
５
６
１
）
３
６
５
１

 

清
水
公
園
つ
つ
じ
お
花
見
会

　

毎
年
、
常
磐
倶
楽
部
の
親
睦
会
は
、

つ
つ
じ
の
お
花
見
会
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

清
水
公
園
の
屋
根
付
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ

ウ
ス
で
食
べ
て
飲
ん
で
語
ら
い
ま
し
ょ

う
。
新
緑
と
つ
つ
じ
が
真
っ
盛
り
で
す
。

期
日　

４
月
24
日
㈬

集
合　

東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン

　
　
　

清
水
公
園
駅
西
口　

11
時

会
費　

３
０
０
０
円
（
入
園
料
・
昼
食
・

飲
物
・
保
険
込
）

主
催　

常
磐
倶
楽
部

担
当　

田
邉　

智
男

　
　

☎
０
４
（
７
１
２
４
）
９
２
０
５

 

第
90
回
記
念
ゴ
ル
フ
会

　
　
　
　
　
　

 

湘
南
倶
楽
部
（
告
知
）

　

平
成
最
後
の
記
念
大
会
で
す
。
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

期
日　

３
月
29
日
㈮

場
所　

富
士
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
Ｇ
Ｃ

集
合　

７
時
30
分　

   

ス
タ
ー
ト　

８
時
12
分

募
集　

６
組
24
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

８
８
０
０
円

　
　
　
（
カ
ー
ト
・
諸
税･

昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　

２
５
０
０
円

締
切　

３
月
22
日
㈮

担
当　

平
澤　

正
司

　

☎
０
９
０
（
７
９
０
９
）
１
０
８
３

　
　
　

牧　
　

健
郎

　

☎
０
８
０
（
３
１
７
２
）
６
７
７
９

 

第
81
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
桜
花
杯

　
　
　
　
　
　

 

京
葉
倶
楽
部
（
告
知
）

期
日　

４
月
２
日
㈫

場
所　

多
古
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

集
合　

７
時
45
分

ス
タ
ー
ト　

８
時
15
分

募
集　

６
組
24
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

９
０
０
０
円

　
　
　
（
カ
ー
ト
・
朝
食
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　

１
５
０
０
円

担
当　

金
子　

守
雅

　
　

☎
０
４
７
（
４
５
２
）
４
５
５
０

 

第
88
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

 

な
ん
た
い
倶
楽
部
（
告
知
）

　

４
月
の
定
例
会
の
案
内
で
す
。
春
の

盛
り
を
ゴ
ル
フ
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

期
日　

４
月
17
日
㈬

場
所　

ロ
イ
ヤ
ル
メ
ド
ウ
Ｇ
Ｃ

集
合　

８
時
20
分　

ス
タ
ー
ト　

９
時
１
分

募
集　

３
組
12
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

６
３
５
０
円

　
　
　
（
セ
ル
フ
カ
ー
ト
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　

男
性
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

女
性
１
０
０
０
円

締
切　

４
月
８
日
㈪　
　

担
当　

林　
　

守

　

☎
０
８
０
（
５
１
９
０
）
４
６
３
８

主　

催

３
月

15
日 

㈮

26
日 

㈫

29
日 

㈮

29
日 

㈮

４
月

15
日 

㈪

23
日 

㈫

24
日 

㈬

６
月

24
日 

㈪

大
宮
鉄
道
博
物
館
と
盆
栽
美
術
館
を
訪
ね
る

東
海
道
を
歩
く
（
第
７
回
）
藤
沢
か
ら
平
塚

江
戸
城
御
門
巡
り
外
堀
編　

其
之
二

武
蔵
の
国
一
宮
氷
川
の
杜
「
観
桜
会
」

山
手
線
ぐ
る
り
一
周
の
旅
（
第
９
回
）

東
海
道
を
歩
く
（
第
８
回
）
平
塚
か
ら
二
宮

清
水
公
園
つ
つ
じ
お
花
見
会

国
立
能
楽
堂　

能
楽
鑑
賞
教
室

湘　

南

湘　

南

東
京
２
３

さ
き
た
ま

東
京
２
３

湘　

南

常　

磐

東
京
２
３

実
施
日

◎
参
加
者
募
集
一
覧

内　
　
　
　

容

※

会
員
の
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。

参
加
者
募
集

お
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

 

（
所
属
倶
楽
部
名
・
年
齢
要
）
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酒
と
お
つ
ま
み
の
差
し
入
れ
が
あ
り
、

一
同
あ
り
が
た
く
頂
戴
し
、
体
と
心
を

温
め
ま
し
た
。

　

ア
ニ
メ
の
萌
え
寺
と
し
て
有
名
な
了

法
寺
や
、
武
田
信
玄
の
娘
松
姫
ゆ
か
り

の
信
松
院
な
ど
、
残
り
の
七
福
神
を
お

参
り
し
、
途
中
で
八
王
子
同
心
の
石
碑

も
拝
み
、
い
ざ
八
王
子
駅
前
の
蕎
麦
屋

へ
。
乾
い
た
の
ど
を
ビ
ー
ル
で
潤
し
、

各
人
各
様
新
年
の
抱
負
を
熱
く
語
り
合

い
、
名
残
り
惜
し
み
つ
つ
解
散
と
な
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
山
田　

記
）

◎
成
田
山
初
詣
と
新
年
懇
親
会（
報
告
）

　

成
田
山
新
勝
寺
に
て
、
１
月
18
日
に

参
加
者
大
人
23
名
（
他
倶
楽
部
２
名
・

初
参
加
４
名
）、
加
え
て
子
供
１
名
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

平
安
期
の
開
山
以
来
、
千
年
も
の
間

絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
き
た
御
護
摩

祈
禱
。
当
倶
楽
部
で
は
護
摩
の
時
間
に

銘
々
で
自
由
参
拝
し
、
そ
の
後
、
成
田

山
門
前
の
「
若
松
本
店
」
で
新
年
懇
親

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
毎
年
の
恒
例
行

事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
一
年
の
健
康
と
幸
せ
を
祈
り

つ
つ
、
和
気
藹
々
と
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
特
に
今
回
は
、
永
作
さ
ん
の
お

孫
さ
ん
の
参
加
で
、
宴
が
た
い
へ
ん
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。　
　
（
内
田　

記
）

◎
第
85
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ（
報
告
）

　

１
月
16
日
、
８
名
が
ニ
ュ
ー
セ
ン
ト

ラ
ル
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
集
い
、
初
打
ち

を
楽
し
み
ま
し
た
。
真
冬
の
開
催
で
す

が
、
全
員
寒
さ
に
も
負
け
ず
、
楽
し
く

プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

前
回
準
優
勝
の
藤
枝
さ
ん
が
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
優
勝
し

ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

藤
枝　

宣
夫
さ
ん　

98
22
76

準
優
勝　

川
田　

和
夫
さ
ん　

84
7
77

３　

位　

小
林　
　

博
さ
ん　

94
12
82

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
田　

記
）

◎
第
62
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

１
月
18
日
、
ス
パ
＆
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー

ト
久
慈
に
て
、
16
名
の
参
加
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

集
合
時
、
厳
し
い
寒
さ
で
し
た
が
、

そ
の
後
暖
か
い
一
日
と
な
り
、
楽
し
く

プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

回
は
、
大
ベ
テ
ラ
ン
の
優
勝
で
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

本
郷　

勝
好
さ
ん　

93
23
70

準
優
勝　

百
戸　

正
行
さ
ん　

97
25
72

３　

位　

池
田　
　

勇
さ
ん　

93
18
75

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
谷　

記
）

◎
恒
例
「
新
年
の
集
い
」（
報
告
）

　

１
月
26
日
、
新
し
い
元
号
へ
の
希
望

と
期
待
を
込
め
た
新
年
の
集
い
を
、
ラ

フ
レ
さ
い
た
ま
に
て
１
１
４
名
（
他
倶

楽
部
24
名
）
の
参
加
で
盛
大
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

茂
原
代
表
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
来
賓

の
関
東
・
甲
越
広
域
代
表
鎌
田
執
行
役

員
の
ご
挨
拶
、
金
政
支
部
長
の
発
声
で

開
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
仲
間
達
と
グ
ラ

ス
を
傾
け
、
美
味
し
い
料
理
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
、
交
流
と
歓
談
に
和
や
か

な
時
を
過
ご
す
中
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
か
ら
芳
野

埼
玉
エ
リ
ア
長
お
よ
び
、
ト
ラ
ベ
ル
ゲ

ー
ト
大
宮
三
沢
店
長
、
コ
ク
ー
ン
シ
テ

ィ
さ
い
た
ま
新
都
心
店
杉
山
店
長
の
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
他
倶
楽
部
か
ら
の
参
加
者

紹
介
、
好
評
の
抽
選
会
の
後
、
山
口
さ

ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
伴
奏
に
合
わ
せ
て
全

員
で
唱
歌
を
合
唱
し
ま
し
た
。

　

楽
し
い
宴
も
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
、

小
甲
一
男
さ
ん
の
音
頭
で
中
締
め
と
な

り
、
元
気
で
再
会
す
る
こ
と
を
約
束
し

て
散
会
し
ま
し
た
。　
（
小
見
山　

記
）

◎
２
０
１
９
年
度
第
１
回
戦
（
告
知
）

　

い
よ
い
よ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
シ
ー
ズ
ン

の
開
幕
で
す
。
今
回
か
ら
新
た
な
会
場

で
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
の
改
定
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

を
機
会
に
気
分
一
新
、
プ
レ
ー
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
仲
間
と
の
交
流
を
深
め
、

健
康
維
持
の
た
め
に
も
体
を
動
か
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

期
日　

４
月
24
日
㈬

場
所　

佐
倉
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

集
合　

京
成
線
佐
倉
駅　

９
時
40
分

会
費　

２
０
０
０
円
（
プ
レ
ー
・
レ
ン

タ
ル
・
賞
品
込
）

　
　

＊
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

担
当　

三
富　

照
雄

　
　

☎
０
４
７
（
４
５
７
）
４
１
７
０

◎
新
規
会
員
募
集

　

２
０
１
９
年
度
の
会
員
を
募
集
中
で

す
。
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
関
東
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
、
昨
年
10
月
の
プ
レ
ー
の
様
子

を
写
真
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

い
た
だ
き
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

右
記
担
当
者
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
ご
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

　

秋
た
け
な
わ
の
頃
、
身
近
な
「
菊
花

展
」
で
、
ふ
と
目
を
止
め
て
そ
の
美
し

さ
に
魅
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
私
達
は
、
そ
ん
な
菊
花
の
美

し
さ
や
心
の
和
み
に
絆
さ
れ
て
菊
づ
く

り
を
始
め
ま
し
た
。

　

菊
は
、
日
々
わ
ず
か
な
時
間
、
優
し

い
気
持
ち
で
根
気
よ
く
育
て
れ
ば
、
ど

ん
な
所
で
も
秋
に
は
必
ず
き
れ
い
な
花

を
見
せ
て
健
や
か
な
喜
び
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
お
楽
し
み
の
一

つ
に
、
菊
づ
く
り
の
醍
醐
味
に
も
触
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

４
月
10
日
㈬
の
11
時
か
ら
、
菊
づ
く

り
を
ス
タ
ー
ト
す
る
に
当
た
っ
て
、
今

年
最
初
の
例
会
を
開
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
お
仲
間
入
り
を
メ
ン
バ
ー
一
同

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
（
世
話
役　

宮
嶋
・
阿
部
・
北
垣
）

 
第
65
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
　
　
　

 

と
き
わ
路
倶
楽
部
（
告
知
）

　

毎
月
開
催
の
定
例
コ
ン
ペ…

他
倶
楽

部
か
ら
の
参
加
も
大
歓
迎
！

期
日　

４
月
18
日
㈭

場
所　

勝
田
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

集
合　

８
時
30
分

ス
タ
ー
ト　

９
時
15
分

募
集　

５
組
20
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

５
３
６
８
円

　
　
　
（
カ
ー
ト
・
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　

１
０
０
０
円

締
切　

４
月
５
日
㈮

担
当　

大
谷　

広
一

　

☎
０
９
０
（
３
０
９
６
）
９
８
７
０

◎
Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
横
浜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
告
）

　

12
月
20
日
、
20
名
（
他
倶
楽
部
５
名
）

で
、
み
な
と
み
ら
い
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

午
後
４
時
35
分
、
シ
ー
バ
ス
で
横
浜

駅
東
口
乗
船
場
出
発
。
薄
暮
も
あ
っ
と

言
う
間
に
暮
れ
、
点
灯
し
始
め
た
夜
景

を
船
上
か
ら
ゆ
っ
た
り
と
眺
め
ま
し
た
。

　

赤
レ
ン
ガ
桟
橋
に
着
く
と
、
ち
ょ
う

ど
飛
鳥
Ⅱ
が
大
桟
橋
を
出
港
す
る
と
こ

ろ
で
、
十
三
夜
の
月
明
り
の
中
、
海
へ

出
て
ゆ
く
の
を
し
ば
し
見
送
り
ま
し
た
。

　

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
広
場
は
、
５
ｍ
程
の

ツ
リ
ー
が
飾
ら
れ
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
も
華
や
か
。
若
い
人
達
で
賑
わ
う
中
、

そ
れ
ぞ
れ
自
由
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
お
楽
し
み
の
デ

ィ
ナ
ー
で
す
。
ナ
ビ
オ
ス
横
浜
は
窓
か

ら
の
眺
め
も
抜
群
で
、
料
理
も
予
想
以

上
に
美
味
。
大
ヒ
ッ
ト
で
し
た
。

　

と
、
こ
こ
ま
で
は
上
々
だ
っ
た
の
で

す
が
、
何
と
今
回
の
メ
イ
ン
、
大
観
覧

車
が
休
み
だ
っ
た
の
で
す
。
主
催
側
の

大
失
態
！　

し
か
し
、
皆
さ
ん
優
し
く

お
許
し
く
だ
さ
り
、
そ
の
後
も
ホ
テ
ル

群
の
き
ら
め
く
夜
景
を
楽
し
み
な
が
ら

汽
車
道
、
ド
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ガ
ー
デ
ン
な

ど
を
巡
り
、
８
時
半
頃
解
散
し
ま
し
た
。

　

ご
参
加
の
皆
様
、
心
か
ら
お
詫
び
し
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　
（
鷲
澤　

記
）

◎
２
０
１
９
年
新
年
会
（
報
告
）

　

１
月
24
日
、
シ
ウ
マ
イ
で
お
馴
染
み

の
横
浜
「
崎
陽
軒
本
店
」
に
97
名
（
他

倶
楽
部
30
名
）
の
仲
間
が
集
い
、
11
回

目
の
新
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
塚
世
話
人
代
表
の
挨
拶
、
続
い
て

金
政
支
部
長
、
杉
山
Ｊ
Ｔ
Ｂ
横
浜
エ
リ

ア
長
か
ら
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
近
況
を
含
め
た
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
二
階
堂
本
部
会
長

の
乾
杯
の
音
頭
で
開
宴
。
久
し
ぶ
り
の

仲
間
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
料
理
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が
ら
の
歓
談
は
あ
っ
と
言

う
間
に
過
ぎ
、
矢
部
前
世
話
人
代
表
の

中
締
め
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

大
流
行
で
、
残
念
な
が
ら
10
名
近
く
の

方
が
取
り
消
し
さ
れ
、
参
加
が
か
な
い

ま
せ
ん
で
し
た
。　
　
　
（
平
澤　

記
）

◎「
開
運
」
千
寿
七
福
神
巡
り
（
報
告
）

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
新
春
１
月
７
日
、

北
千
住
駅
に
35
名
（
他
倶
楽
部
11
名
）

が
集
い
、
旧
日
光
街
道
千
住
の
宿
場
町

に
点
在
す
る
七
福
神
を
巡
り
ま
し
た
。

　

旧
街
道
か
ら
町
屋
へ
反
時
計
回
り
に

本
氷
川
神
社
（
大
黒
天
）・
大
川
町
氷

川
神
社
（
布
袋
尊
）・
元
宿
神
社
（
寿

老
人
）・
千
住
神
社
（
恵
比
寿
）・
八
幡

神
社
（
毘
沙
門
天
）・
稲
荷
神
社
（
福

禄
寿
）・
仲
町
氷
川
神
社
（
弁
財
天
）

の
七
社
を
参
拝
し
、
健
康
と
多
幸
を
祈

願
し
ま
し
た
。
穏
や
か
な
陽
射
し
の
中
、

何
組
か
の
参
拝
グ
ル
ー
プ
と
も
行
き
交

い
、
快
適
な
２
時
間
半
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
し
た
。

　

昼
食
は「
明
日
香
本
店
」で
会
席
料
理
。

乾
杯
の
後
、
料
理
を
堪
能
し
な
が
ら
の

会
話
も
弾
み
、
七
福
神
を
寿
ぐ
盛
大
な

宴
と
な
り
ま
し
た
。　
　
（
杉
田　

記
）

◎
第
18
回
新
年
会
（
報
告
）

　

１
月
９
日
、ザ
・
ク
レ
ス
ト
ホ
テ
ル
柏

に
て
54
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

司
会
進
行
は
村
松
世
話
人
。
冒
頭
に

實
光
代
表
か
ら
新
年
の
挨
拶
、
続
い
て

当
倶
楽
部
の
活
動
状
況
が
報
告
さ
れ
、

平
塚
先
輩
の
乾
杯
の
音
頭
で
開
宴
と
な

り
ま
し
た
。

　

来
賓
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
千
葉
西
支
店
矢
野
支

店
長
か
ら
、
改
組
後
の
営
業
成
績
も
順

調
に
推
移
し
て
い
る
と
の
報
告
が
な
さ

れ
、
引
き
続
き
、
お
お
た
か
の
森
Ｓ
Ｃ

店
寿
浦
店
長
か
ら
店
頭
営
業
の
状
況
説

明
、
金
政
支
部
長
に
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
も
、
昨
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
、

欠
席
者
か
ら
の
近
況
コ
メ
ン
ト
一
覧
表

を
配
付
し
、
会
員
相
互
の
情
報
共
有
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
さ

き
た
ま
・
京
葉
・
東
京
２
３
・
と
き
わ

路
各
倶
楽
部
か
ら
多
数
の
参
加
を
い
た

だ
き
、
盛
大
に
懇
親
が
図
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
税
所
先
輩
の
音
頭
で
中
締
め
、

新
元
号
の
新
年
会
で
の
再
会
を
約
し
て

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。　
（
中
川　

記
）

◎
八
王
子
八
福
神
巡
り
（
報
告
）

　

八
王
子
で
は
、
そ
の
地
名
と
末
広
が

り
に
あ
や
か
り
八
福
神
を
巡
り
ま
す
。

　

１
月
９
日
、
総
勢
９
名
の
善
男
は
陽

光
注
ぐ
冬
空
の
下
、
ま
ず
は
特
別
メ
ン

バ
ー
の
女
神
吉
祥
天
を
祭
る
吉
祥
院
で

一
年
の
福
徳
を
願
い
ま
し
た
。
寺
の
一

角
に
あ
る
高
尾
山
遥
拝
所
で
柏
手
を
打

ち
振
り
返
る
と
、
某
参
加
者
か
ら
お
神

武
蔵
野
倶
楽
部

東
京
２
３
倶
楽
部

常

磐

倶

楽

部

湘

南

倶

楽

部

八王子信松院にて

千住神社（恵比寿）にて

ナビオス横浜にて

第330号 （2）



ほ
だ

酒
と
お
つ
ま
み
の
差
し
入
れ
が
あ
り
、

一
同
あ
り
が
た
く
頂
戴
し
、
体
と
心
を

温
め
ま
し
た
。

　

ア
ニ
メ
の
萌
え
寺
と
し
て
有
名
な
了

法
寺
や
、
武
田
信
玄
の
娘
松
姫
ゆ
か
り

の
信
松
院
な
ど
、
残
り
の
七
福
神
を
お

参
り
し
、
途
中
で
八
王
子
同
心
の
石
碑

も
拝
み
、
い
ざ
八
王
子
駅
前
の
蕎
麦
屋

へ
。
乾
い
た
の
ど
を
ビ
ー
ル
で
潤
し
、

各
人
各
様
新
年
の
抱
負
を
熱
く
語
り
合

い
、
名
残
り
惜
し
み
つ
つ
解
散
と
な
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
山
田　

記
）

◎
成
田
山
初
詣
と
新
年
懇
親
会（
報
告
）

　

成
田
山
新
勝
寺
に
て
、
１
月
18
日
に

参
加
者
大
人
23
名
（
他
倶
楽
部
２
名
・

初
参
加
４
名
）、
加
え
て
子
供
１
名
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

平
安
期
の
開
山
以
来
、
千
年
も
の
間

絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
き
た
御
護
摩

祈
禱
。
当
倶
楽
部
で
は
護
摩
の
時
間
に

銘
々
で
自
由
参
拝
し
、
そ
の
後
、
成
田

山
門
前
の
「
若
松
本
店
」
で
新
年
懇
親

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
毎
年
の
恒
例
行

事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
一
年
の
健
康
と
幸
せ
を
祈
り

つ
つ
、
和
気
藹
々
と
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
特
に
今
回
は
、
永
作
さ
ん
の
お

孫
さ
ん
の
参
加
で
、
宴
が
た
い
へ
ん
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。　
　
（
内
田　

記
）

◎
第
85
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ（
報
告
）

　

１
月
16
日
、
８
名
が
ニ
ュ
ー
セ
ン
ト

ラ
ル
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
集
い
、
初
打
ち

を
楽
し
み
ま
し
た
。
真
冬
の
開
催
で
す

が
、
全
員
寒
さ
に
も
負
け
ず
、
楽
し
く

プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

前
回
準
優
勝
の
藤
枝
さ
ん
が
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
優
勝
し

ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

藤
枝　

宣
夫
さ
ん　

98
22
76

準
優
勝　

川
田　

和
夫
さ
ん　

84
7
77

３　

位　

小
林　
　

博
さ
ん　

94
12
82

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
田　

記
）

◎
第
62
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

１
月
18
日
、
ス
パ
＆
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー

ト
久
慈
に
て
、
16
名
の
参
加
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

集
合
時
、
厳
し
い
寒
さ
で
し
た
が
、

そ
の
後
暖
か
い
一
日
と
な
り
、
楽
し
く

プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

回
は
、
大
ベ
テ
ラ
ン
の
優
勝
で
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

本
郷　

勝
好
さ
ん　

93
23
70

準
優
勝　

百
戸　

正
行
さ
ん　

97
25
72

３　

位　

池
田　
　

勇
さ
ん　

93
18
75

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
谷　

記
）

◎
恒
例
「
新
年
の
集
い
」（
報
告
）

　

１
月
26
日
、
新
し
い
元
号
へ
の
希
望

と
期
待
を
込
め
た
新
年
の
集
い
を
、
ラ

フ
レ
さ
い
た
ま
に
て
１
１
４
名
（
他
倶

楽
部
24
名
）
の
参
加
で
盛
大
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

茂
原
代
表
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
来
賓

の
関
東
・
甲
越
広
域
代
表
鎌
田
執
行
役

員
の
ご
挨
拶
、
金
政
支
部
長
の
発
声
で

開
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
仲
間
達
と
グ
ラ

ス
を
傾
け
、
美
味
し
い
料
理
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
、
交
流
と
歓
談
に
和
や
か

な
時
を
過
ご
す
中
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
か
ら
芳
野

埼
玉
エ
リ
ア
長
お
よ
び
、
ト
ラ
ベ
ル
ゲ

ー
ト
大
宮
三
沢
店
長
、
コ
ク
ー
ン
シ
テ

ィ
さ
い
た
ま
新
都
心
店
杉
山
店
長
の
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
他
倶
楽
部
か
ら
の
参
加
者

紹
介
、
好
評
の
抽
選
会
の
後
、
山
口
さ

ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
伴
奏
に
合
わ
せ
て
全

員
で
唱
歌
を
合
唱
し
ま
し
た
。

　

楽
し
い
宴
も
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
、

小
甲
一
男
さ
ん
の
音
頭
で
中
締
め
と
な

り
、
元
気
で
再
会
す
る
こ
と
を
約
束
し

て
散
会
し
ま
し
た
。　
（
小
見
山　

記
）

◎
２
０
１
９
年
度
第
１
回
戦
（
告
知
）

　

い
よ
い
よ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
シ
ー
ズ
ン

の
開
幕
で
す
。
今
回
か
ら
新
た
な
会
場

で
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
の
改
定
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

を
機
会
に
気
分
一
新
、
プ
レ
ー
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
仲
間
と
の
交
流
を
深
め
、

健
康
維
持
の
た
め
に
も
体
を
動
か
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

期
日　

４
月
24
日
㈬

場
所　

佐
倉
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

集
合　

京
成
線
佐
倉
駅　

９
時
40
分

会
費　

２
０
０
０
円
（
プ
レ
ー
・
レ
ン

タ
ル
・
賞
品
込
）

　
　

＊
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

担
当　

三
富　

照
雄

　
　

☎
０
４
７
（
４
５
７
）
４
１
７
０

◎
新
規
会
員
募
集

　

２
０
１
９
年
度
の
会
員
を
募
集
中
で

す
。
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
関
東
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
、
昨
年
10
月
の
プ
レ
ー
の
様
子

を
写
真
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

い
た
だ
き
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

右
記
担
当
者
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
ご
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

　

秋
た
け
な
わ
の
頃
、
身
近
な
「
菊
花

展
」
で
、
ふ
と
目
を
止
め
て
そ
の
美
し

さ
に
魅
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
私
達
は
、
そ
ん
な
菊
花
の
美

し
さ
や
心
の
和
み
に
絆
さ
れ
て
菊
づ
く

り
を
始
め
ま
し
た
。

　

菊
は
、
日
々
わ
ず
か
な
時
間
、
優
し

い
気
持
ち
で
根
気
よ
く
育
て
れ
ば
、
ど

ん
な
所
で
も
秋
に
は
必
ず
き
れ
い
な
花

を
見
せ
て
健
や
か
な
喜
び
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
お
楽
し
み
の
一

つ
に
、
菊
づ
く
り
の
醍
醐
味
に
も
触
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

４
月
10
日
㈬
の
11
時
か
ら
、
菊
づ
く

り
を
ス
タ
ー
ト
す
る
に
当
た
っ
て
、
今

年
最
初
の
例
会
を
開
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
お
仲
間
入
り
を
メ
ン
バ
ー
一
同

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
（
世
話
役　

宮
嶋
・
阿
部
・
北
垣
）

さ
き
た
ま
倶
楽
部

京

葉

倶

楽

部

な
ん
た
い
倶
楽
部

と
き
わ
路
倶
楽
部

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会

 

第
65
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
　
　
　

 

と
き
わ
路
倶
楽
部
（
告
知
）

　

毎
月
開
催
の
定
例
コ
ン
ペ…

他
倶
楽

部
か
ら
の
参
加
も
大
歓
迎
！

期
日　

４
月
18
日
㈭

場
所　

勝
田
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

集
合　

８
時
30
分

ス
タ
ー
ト　

９
時
15
分

募
集　

５
組
20
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

５
３
６
８
円

　
　
　
（
カ
ー
ト
・
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　

１
０
０
０
円

締
切　

４
月
５
日
㈮

担
当　

大
谷　

広
一

　

☎
０
９
０
（
３
０
９
６
）
９
８
７
０

◎
Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
横
浜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
告
）

　

12
月
20
日
、
20
名
（
他
倶
楽
部
５
名
）

で
、
み
な
と
み
ら
い
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

午
後
４
時
35
分
、
シ
ー
バ
ス
で
横
浜

駅
東
口
乗
船
場
出
発
。
薄
暮
も
あ
っ
と

言
う
間
に
暮
れ
、
点
灯
し
始
め
た
夜
景

を
船
上
か
ら
ゆ
っ
た
り
と
眺
め
ま
し
た
。

　

赤
レ
ン
ガ
桟
橋
に
着
く
と
、
ち
ょ
う

ど
飛
鳥
Ⅱ
が
大
桟
橋
を
出
港
す
る
と
こ

ろ
で
、
十
三
夜
の
月
明
り
の
中
、
海
へ

出
て
ゆ
く
の
を
し
ば
し
見
送
り
ま
し
た
。

　

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
広
場
は
、
５
ｍ
程
の

ツ
リ
ー
が
飾
ら
れ
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
も
華
や
か
。
若
い
人
達
で
賑
わ
う
中
、

そ
れ
ぞ
れ
自
由
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
お
楽
し
み
の
デ

ィ
ナ
ー
で
す
。
ナ
ビ
オ
ス
横
浜
は
窓
か

ら
の
眺
め
も
抜
群
で
、
料
理
も
予
想
以

上
に
美
味
。
大
ヒ
ッ
ト
で
し
た
。

　

と
、
こ
こ
ま
で
は
上
々
だ
っ
た
の
で

す
が
、
何
と
今
回
の
メ
イ
ン
、
大
観
覧

車
が
休
み
だ
っ
た
の
で
す
。
主
催
側
の

大
失
態
！　

し
か
し
、
皆
さ
ん
優
し
く

お
許
し
く
だ
さ
り
、
そ
の
後
も
ホ
テ
ル

群
の
き
ら
め
く
夜
景
を
楽
し
み
な
が
ら

汽
車
道
、
ド
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ガ
ー
デ
ン
な

ど
を
巡
り
、
８
時
半
頃
解
散
し
ま
し
た
。

　

ご
参
加
の
皆
様
、
心
か
ら
お
詫
び
し
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　
（
鷲
澤　

記
）

◎
２
０
１
９
年
新
年
会
（
報
告
）

　

１
月
24
日
、
シ
ウ
マ
イ
で
お
馴
染
み

の
横
浜
「
崎
陽
軒
本
店
」
に
97
名
（
他

倶
楽
部
30
名
）
の
仲
間
が
集
い
、
11
回

目
の
新
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
塚
世
話
人
代
表
の
挨
拶
、
続
い
て

金
政
支
部
長
、
杉
山
Ｊ
Ｔ
Ｂ
横
浜
エ
リ

ア
長
か
ら
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
近
況
を
含
め
た
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
二
階
堂
本
部
会
長

の
乾
杯
の
音
頭
で
開
宴
。
久
し
ぶ
り
の

仲
間
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
料
理
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が
ら
の
歓
談
は
あ
っ
と
言

う
間
に
過
ぎ
、
矢
部
前
世
話
人
代
表
の

中
締
め
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

大
流
行
で
、
残
念
な
が
ら
10
名
近
く
の

方
が
取
り
消
し
さ
れ
、
参
加
が
か
な
い

ま
せ
ん
で
し
た
。　
　
　
（
平
澤　

記
）

◎「
開
運
」
千
寿
七
福
神
巡
り
（
報
告
）

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
新
春
１
月
７
日
、

北
千
住
駅
に
35
名
（
他
倶
楽
部
11
名
）

が
集
い
、
旧
日
光
街
道
千
住
の
宿
場
町

に
点
在
す
る
七
福
神
を
巡
り
ま
し
た
。

　

旧
街
道
か
ら
町
屋
へ
反
時
計
回
り
に

本
氷
川
神
社
（
大
黒
天
）・
大
川
町
氷

川
神
社
（
布
袋
尊
）・
元
宿
神
社
（
寿

老
人
）・
千
住
神
社
（
恵
比
寿
）・
八
幡

神
社
（
毘
沙
門
天
）・
稲
荷
神
社
（
福

禄
寿
）・
仲
町
氷
川
神
社
（
弁
財
天
）

の
七
社
を
参
拝
し
、
健
康
と
多
幸
を
祈

願
し
ま
し
た
。
穏
や
か
な
陽
射
し
の
中
、

何
組
か
の
参
拝
グ
ル
ー
プ
と
も
行
き
交

い
、
快
適
な
２
時
間
半
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
し
た
。

　

昼
食
は「
明
日
香
本
店
」で
会
席
料
理
。

乾
杯
の
後
、
料
理
を
堪
能
し
な
が
ら
の

会
話
も
弾
み
、
七
福
神
を
寿
ぐ
盛
大
な

宴
と
な
り
ま
し
た
。　
　
（
杉
田　

記
）

◎
第
18
回
新
年
会
（
報
告
）

　

１
月
９
日
、ザ
・
ク
レ
ス
ト
ホ
テ
ル
柏

に
て
54
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

司
会
進
行
は
村
松
世
話
人
。
冒
頭
に

實
光
代
表
か
ら
新
年
の
挨
拶
、
続
い
て

当
倶
楽
部
の
活
動
状
況
が
報
告
さ
れ
、

平
塚
先
輩
の
乾
杯
の
音
頭
で
開
宴
と
な

り
ま
し
た
。

　

来
賓
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
千
葉
西
支
店
矢
野
支

店
長
か
ら
、
改
組
後
の
営
業
成
績
も
順

調
に
推
移
し
て
い
る
と
の
報
告
が
な
さ

れ
、
引
き
続
き
、
お
お
た
か
の
森
Ｓ
Ｃ

店
寿
浦
店
長
か
ら
店
頭
営
業
の
状
況
説

明
、
金
政
支
部
長
に
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
も
、
昨
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
、

欠
席
者
か
ら
の
近
況
コ
メ
ン
ト
一
覧
表

を
配
付
し
、
会
員
相
互
の
情
報
共
有
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
さ

き
た
ま
・
京
葉
・
東
京
２
３
・
と
き
わ

路
各
倶
楽
部
か
ら
多
数
の
参
加
を
い
た

だ
き
、
盛
大
に
懇
親
が
図
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
税
所
先
輩
の
音
頭
で
中
締
め
、

新
元
号
の
新
年
会
で
の
再
会
を
約
し
て

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。　
（
中
川　

記
）

◎
八
王
子
八
福
神
巡
り
（
報
告
）

　

八
王
子
で
は
、
そ
の
地
名
と
末
広
が

り
に
あ
や
か
り
八
福
神
を
巡
り
ま
す
。

　

１
月
９
日
、
総
勢
９
名
の
善
男
は
陽

光
注
ぐ
冬
空
の
下
、
ま
ず
は
特
別
メ
ン

バ
ー
の
女
神
吉
祥
天
を
祭
る
吉
祥
院
で

一
年
の
福
徳
を
願
い
ま
し
た
。
寺
の
一

角
に
あ
る
高
尾
山
遥
拝
所
で
柏
手
を
打

ち
振
り
返
る
と
、
某
参
加
者
か
ら
お
神
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み

く
じ

◎
第
62
回
囲
碁
大
会
（
報
告
）

　

１
月
15
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。

優　

勝　

飯
塚　

卓
郎
さ
ん

準
優
勝　

佐
々
木
光
也
さ
ん

　

そ
の
他
の
参
加
者
（
敬
称
略
）

河
合
省
吾　

清
田
一
仁　

大
林
明
彦

金
政
初
美　

平
林
義
孝

◎
初
例
会
と
新
年
会
（
報
告
）

　

１
月
11
日
、
初
打
ち
と
新
年
会
を
19

名
で
開
催
し
ま
し
た
。
午
前
中
の
練
習

で
は
、
正
月
の
飲
み
過
ぎ
食
べ
過
ぎ
も

あ
り
、
ス
ロ
ー
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、

練
習
試
合
を
す
る
頃
に
は
絶
好
調
に
な

り
、
楽
し
く
プ
レ
ー
が
で
き
ま
し
た
。

　

練
習
後
は
和
食
処
「
い
っ
ち
ょ
う
小

山
店
」
に
て
新
年
会
で
す
。
冒
頭
水
島

代
表
よ
り
今
年
の
目
標
・
運
営
方
針
の

お
話
が
あ
り
、
コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ

の
６
名
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
各
自
よ
り
今
年
の
目
標
ス
ピ

ー
チ
が
あ
り
、
サ
ー
ブ
の
向
上
や
勝
率

の
ア
ッ
プ
な
ど
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

初
空
に
少
し
残
し
て
去
年
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
宮　

澄
子

空
青
く
餅
花
咲
か
す
仲
見
世
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
川　

春
枝

亥
年
春
飾
ら
れ
画
か
れ
鍋
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
木　

茂
子

悲
し
み
を
紅
に
留
め
し
寒
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

英
雄

　

私
は
48
年
入
社
で
す
。
幸
運
に
も
友

人
に
恵
ま
れ
、
趣
味
も
多
い
た
め
、
退

職
後
も
暇
を
持
て
余
す
こ
と
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
。
私
の
１
週
間
の
生
活
模
様

を
記
し
ま
す
。

　

①
週
１
回
の
ゴ
ル
フ
。
昨
年
は
年
間

49
回
プ
レ
ー
。
②
週
１
回
の
バ
ン
ド
練

習
。
同
期
の
４
人
で
エ
レ
キ
バ
ン
ド
を

結
成
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
や
ビ
ー
チ
ボ
ー
イ

ズ
な
ど
、
60
年
代
の
海
外
の
ロ
ッ
ク
や

Ｇ
Ｓ
の
曲
が
中
心
。
年
に
１
回
は
コ
ン

サ
ー
ト
に
出
演
、
近
々
Ｃ
Ｄ
を
制
作
。

③
週
２
回
、
ボ
ケ
防
止
の
た
め
の
麻
雀
。

④
週
１
回
は
母
の
老
人
ホ
ー
ム
へ
行
き

話
し
相
手
に
。
⑤
週
に
最
低
１
回
は
女

房
と
買
物
を
兼
ね
て
ラ
ン
チ
。
⑥
土
曜

日
は
息
子
、
娘
の
家
族
が
全
員
集
合
で

夕
食
会
。
⑦
日
曜
日
は
我
が
家
か
ら
歩

い
て
行
け
る
東
京
競
馬
場
で
競
馬
観
戦
。

リ
タ
イ
ア
後
の
８
年
間
は
年
間
収
支
で

負
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
な

り
の
法
則
で
毎
年
30
本
は
万
馬
券
を
獲

得
し
て
い
ま
す
。

　

あ
と
は
旅
行
（
年
に
２
〜
３
回
の
海

外
と
国
内
は
数
回
）、
ド
ラ
イ
ブ
（
年

に
２
万
㎞
運
転
）、
音
楽
鑑
賞
、
植
木

栽
培
等
々
。

　

健
康
と
理
解
あ
る
女
房
に
感
謝
し
つ

つ
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
楽
し
ん

で
い
き
ま
す
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
に
新
た
に
入
会
さ
れ
た
５

名
の
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
12
月
・
１
月
〉

鴻
巣
市　
　
　

岩
倉　

康
治
さ
ん

新
座
市　
　
　

関
口　

秀
男
さ
ん

春
日
部
市　
　

小
泉　

紀
彰
さ
ん

（
以
上
さ
き
た
ま
倶
楽
部
）

秦
野
市　
　
　

小
澤　

利
光
さ
ん

（
湘
南
倶
楽
部
）

目
黒
区　
　
　

五
十
嵐
雪
雄
さ
ん

（
東
京
２
３
倶
楽
部
）

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
の
は
次
の
35

 

名
の
方
々
で
す
。　
　
　
　
（
敬
称
略
）

〈
12
月
分
〉

赤
沼
袈
裟
寿　

池
田　

武　

猪
俣
義
和

岩
上
正
勝　

大
塚
恭
子　

荻
野
次
郎

奥
原
徹
男　

陰
山
卓
司　

圍
真
利
子

菊
池　

謙　
木
部
八
千
代　

草
野
清
春

黒
金
政
行　
小
林
由
紀
夫　
斉
藤
満
寿
子

齋
藤
正
司　

坂
井
正
夫　

鈴
木
治
嗣

鈴
木
和
子　

高
橋
博
夫　

髙
井
和
子

田
口
栄
治　
長
島
喜
恵
子　

野
口
英
明

橋
本
紀
子　
濱
野
キ
ヨ
子　

林　
　

守

原
田
清
孝　

福
山
義
明　

船
山
里
子

松
村
啓
子　

村
上
政
司　

山
口　

彰

山
崎
龍
男　

横
山
信
之

　

ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
購
入
者
は
次
の
27
名

の
方
々
で
す
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

〈
12
月
分
〉

赤
沼
袈
裟
寿　
石
黒
國
三
郎　

内
田
寛
治

大
久
保
正
司　

大
塚
佳
幸　

小
川　

元

金
子　

宏　

栗
又
靖
糺　

小
泉
清
信

小
林
哲
二　
小
林
由
紀
夫　

斉
藤
寛
子

斉
藤
昭
明　

鈴
木
茂
芳　

鈴
木
和
子

髙
橋
恒
彦　

田
口
典
子　

中
島
嘉
秋

長
戸
敬
子　
二
階
堂
晋
一　

野
口
英
明

浜
名
誠
一　

平
山
武
史　

本
多
隆
子

牧　

健
郎　

松
本　

一　

行
平
武
雄

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ク
ル
ー
ズ　

２
０
１
９
年

　

サ
ン
・
プ
リ
ン
セ
ス
区
間
乗
船

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
ご
案
内

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
外
国
客

船
「
サ
ン
・
プ
リ
ン
セ
ス
」
を
日
本

で
初
め
て
チ
ャ
ー
タ
ー
し
販
売
し
て

い
ま
す
。「
世
界
一
周
」
コ
ー
ス
の

日
本
発
は
４
月
10
日
で
す
が
、
こ
の

度
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
会
員
限
定
の
「
区
間
乗

船
」
コ
ー
ス
を
企
画
し
、
優
待
料
金

に
て
販
売
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
細
は
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ク
ル
ー
ズ
本
店

　

☎
０
３
（
５
７
１
９
）
１
３
１
６

訃
　
　
　
　
報

北
村　

信
男
さ
ん　
　
（
83
歳
）

平
成
31
年
１
月
13
日

桜
井　

昭
一
さ
ん　
　
（
87
歳
）

平
成
31
年
２
月
２
日

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
の
青
春
謳
歌
中
！

原
田　

直
樹

会
員
だ
よ
り

　

宴
で
は
美
味
し
い
料
理
を
食
べ
な
が

ら
テ
ニ
ス
談
義
に
な
り
、
今
年
一
年
健

康
で
楽
し
く
プ
レ
ー
し
、
技
術
の
レ
ベ

ル
向
上
を
も
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
郷　

記
）

◎
１
月
の
互
選
句

　

題
「
知
恵
」
の
佳
句
は
次
の
と
お
り
。

ど
う
し
て
と

　

不
思
議
が
る
子
に
知
恵
が
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
塚　
　

実

悪
知
恵
が
つ
い
て
ジ
ジ
バ
バ
た
め
す
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

春
雄

収
穫
の
秋
は
カ
ラ
ス
と
知
恵
比
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
木　

正
登

悪
知
恵
に
勝
る
知
恵
な
ど
浮
か
ば
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
濃　

祥
二

老
若
の
知
恵
を
出
し
合
い
町
起
こ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

恵
子

無
能
だ
が
悪
知
恵
だ
け
は
良
く
回
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

秀
雄

知
恵
袋
賞
味
期
限
が
書
い
て
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
満　
　

武

言
い
訳
を
も
う
口
に
す
る
三
歳
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

圭
子

欠
点
を
個
性
と
言
わ
す
親
の
知
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

信
之

ガ
ラ
ケ
ー
を

　

ス
マ
ホ
に
替
え
て
知
恵
く
ら
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
政
榮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚　

記
）

◎
１
月
の
互
選
句

　

１
月
の
兼
題
は
「
初
空
」

初
空
や
今
年
占
う
神
籖
凶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
岡　

遊
生

初
春
や
努
め
て
粋
に
艶
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

勝
彦

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

お
客
様
紹
介
運
動
の

実　
　

績

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

テ
ニ
ス
同
好
会

囲

碁

同

好

会

新

入

会

員

を

ご

紹

介

し

ま

す
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